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	応用
	抗原情報
	背景
	IGF結合タンパク質を切断することにより、インスリン様成長因子（IGF）の利用可能性を制御するプロテアーゼ。TGF-βファミリーメンバーによるシグナル伝達を抑制します。フィブロネクチンなどの細胞外マトリックスタンパク質を含む、さまざまな標的を持つセリンプロテアーゼ。HTRA1によって生成されたフィブロネクチン断片は、滑膜細胞をさらに誘導し、MMP1およびMMP3の産生をアップレギュレーションします。また、アグリカン、デコリン、フィブロモジュリンなどのプロテオグリカンを分解することもあります。プロテオグリカンの切断により、細胞外空間でのFGFシグナルの範囲と強度を促進する可溶性FGF-グリコサミノグリカン複合体が放出される可能性があります。IGF結合タンパク質を切断することにより、インスリン様成長因子（IGF）の利用可能性を制御します。TGF-βファミリーメンバーによるシグナル伝達を阻害します。この活性には触媒部位の完全性が必要ですが、TGF-βタンパク質自体が分解されるかどうかは不明です。 TGF-βシグナル伝達に作用することで、網膜血管新生や発生過程における神経細胞の生存・成熟など、多くの生理学的プロセスを制御する可能性があります。細胞内では、TSC2を分解し、TSC2の下流標的の活性化につながります。
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	MCF7 細胞溶解物中の htrA1 のウェスタン ブロット分析。

